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第 12 回全国小学生フェンシング選手権大会 

要  項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主   催  公益社団法人日本フェンシング協会 

主   管  宮城県フェンシング協会  気仙沼市フェンシング協会 

共  催   気仙沼市  気仙沼市教育委員会 

 

 

本大会は、スポーツ振興くじ助成金を活用して競技力水準の向上及び育成・体力向上の目的をもって 

実施しています。 
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実施要項 

1. 主催    公益社団法人日本フェンシング協会 

2. 主管    宮城県フェンシング協会（開催支部） 気仙沼市フェンシング協会 

3. 共催     気仙沼市   気仙沼市教育委員会 

4. 期日    令和 8年 8月 29日（土）～8月 30日（日） 

5. 会場    気仙沼総合体育館 

       〒988-0171 宮城県気仙沼市赤岩牧沢 44-180 

6. 競技種目    小学 3・4年生の部   男子／女子 フルーレ個人戦   

小学 5・6年生の部  男子／女子 フルーレ・エペ・サーブル個人戦  

※小学 5・6年生はフルーレに加えエペまたはサーブルどちらか 2種目の出場が可能。 

7. 日程 （概略） ※状況により入場時間を変更する場合がある。 

8月 29日（土） 【競技種目】小学 5・6年男子フルーレ・小学 5・6年女子エペ、サーブル 

               小学 3・4年男子フルーレ 

8:30 体育館会場 コール受付開始 

9:00～9:10 DT会議 

9:15～9:30 審判会議 

9:20 選手受付最終コール ※最終コール以降の受付は認めない 

9:50 試合開始 10 分前までに選手は該当するピストに入り、審判員の装具・武器等のチ

ェックを受けること 

10:00 試合開始 ※予選プールから決勝まで 

 

8月 30日（日） 【競技種目】小学 5・6年女子フルーレ・小学 5・6年男子エペ、サーブル                 

小学 3・4年女子フルーレ 

8:30 体育館開場 コール受付開始 

9:00～9:10 DT会議 

9:15～9:30 審判会議 

9:20 選手受付最終コール ※最終コール以降の受付は認めない 

9:50 試合開始 10 分前までに選手は該当するピストに入り、審判員の装具・武器等のチ

ェックを受けること 

 10:00 試合開始 ※予選プールから決勝まで 

 

8. 参加資格 

1) 全ての参加選手・ベンチ入り監督及びコーチは 2026年 6月 30日までに（公社）日本フェンシング協会

登録済みの者とする。 

2) ベンチ入り監督・コーチは、18歳以上（高校生を除く）とし事前に「10．参加申込」より申請を行うこ

と。（公社）日本フェンシング協会登録証を携行すること。 

競技フロア内には登録した選手・監督・コーチ以外の入場は認めない。 

3) 全ての参加選手は、保護者および支部協会長の承認を得た小学生とする。 

4) 海外からの参加は 1 カ国につき各種目男女別 8 人までとし、自国の連盟を通じて「10.参加申込 4)」

より別途エントリーフォームを期限内に提出すること。 

5) 小学 5・6年フルーレは、以下のいずれかの資格を得たものが参加できる。 

① 第 27回東日本少年大会、第 38回西日本フェンシング選手権大会の入賞者 8名（フルーレ） 
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※2大会においてベスト 8入賞者が重複入賞または棄権した場合、入賞者に外国人選手または辞退

者がいても繰り上げは行わない。 

② 各ブロックの予選会または推薦により次表の人数以内の選手に参加資格を付与する。( 5)①を除

く) 

ブロック名 2026年度ブロック推薦者数 

（フルーレ） 

男子 女子 

北海道 １人 １人 

東北 3人 3人 

関東 １3人 １3人 

北信越 3人 3人 

東海 4人 4人 

近畿 4人 4人 

中国 5人 5人 

四国 1人 1人 

九州 3人 3人 

計 37人 37人 

③ 各都道府県支部における出場資格( 5)①②を除く) 

各都道府県支部は、2026年 6月 30日時点の小学生男女別登録者数の 30％以内の選手(小数点以下

は切り捨て、ただし 1未満は 1とする。)に、予選競技会または推薦等により参加資格を付与する。 

④ 開催支部の小学 5・6年生に 5名以内の参加資格を付与する。( 5)①②③を除く) 

6) 小学 3・4年フルーレは、以下のいずれかの資格を得たものが参加できる。 

①  各都道府県支部は、2026年 6月 30日時点の小学生男女別登録者数の 50％以内の選手(小数点以下

は切り捨て、ただし 1未満は 1とする。)に、予選競技会または推薦等により参加資格を付与する。 

② 開催支部の小学 3・4年生に 5名以内の参加資格を付与する。( 6)①を除く） 

7) エペ・サーブルは、出場制限を設けない。ただし出場は小学 5・6年生に限る。 

 

9. 参加費  個人戦 １種目８，０００円 ※振込手数料は参加者負担とする。 

 

10. 参加申込  

1) 申込期間 2026年 7月 25日（土）～8月 3日(月) 

2) 申込リンク http://fencingsystem.jp/fes/ 

3) 注意事項 

① 上記申込期日を過ぎての遅延エントリーは 8 月 9 日（日）までとし、大会出場料の３倍の金額を

支払えば認める。 

② Web入力は確認の上、完了させること。 

自動返信メールで内容に誤りがあった場合は、速やかにメールにて連絡すること  

③ 詳しい協会登録・試合登録の方法は下記マニュアルを参照のこと。  

http://fencingsystem.jp/fes/manual/ 

④ 申し込み完了後、出場を辞退する場合は、2）申込リンクより棄権手続きを行うこと。 

⑤ 申込後はいかなる理由でも大会前日までに参加料の支払を完了すること。自己都合による出場辞

退はいかなる理由においても参加費の返金は行わない。なお、主催者都合により大会が中止とな

った場合は手数料（千円）を差し引いて返金する。 

http://fencingsystem.jp/fes/
http://fencingsystem.jp/fes/manual/
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4) 外国人選手のエントリー手続きについて 

公式代理店 京王観光株式会社 Email: fencing-support@keio-kanko.co.jp へ 

エントリフォームおよび出場者情報内容確認のため、パスポート情報を申請すること。 

① 申込期間：2026年 7月 25日（土）～8月 3日(月) 

※上記期間を過ぎてから 8月 9日（日）までは参加料 3倍で遅延エントリーを認める。 

② 支払い方法： クレジット決済 

エントリー後に別途届く支払いフォームより期限内に手続きすること。 

③ 申し込み完了後、出場を辞退する場合は速やかに代理店へ連絡すること。 

④ 対象年齢及び種目： 

小学 5・6年生の部（フルーレ・エペ・サーブル）：2014年 4月 2日〜2016年 4月 1日生まれ 

小学 3・4年生の部（フルーレ）：2016年 4月 2日～2018年 4月 1日生まれ  

※小学 5・6年生の部はフルーレに加えエペまたはサーブルどちらか 2種目の出場が可能。 

 

11. 表 彰  

優勝者に賞状・優勝杯・メダルを、2～3位に賞状・メダルを、5～8位に賞状を授与する。 

本大会のフルーレ・エペ・サーブル個人戦の部に出場し、日本国籍を保有する上位 4名は、（公社）日

本フェンシング協会が主催する選手育成強化事業※に参加できる。ただし海外選手枠でのエントリー者

はこの対象にならない。 

※選手育成強化事業は、年度内に国内および海外合宿の合計 2回を計画。本大会終了後から、育成強化

事業の実施 2 か月前までに、事業計画が確定した段階で協会事務局より対象者の協会登録時責任者へ

メール連絡にて招集通知を発信する。 

 

12. 競技規則 

1) FIE競技規則第 1編第 4章 選手の用具（武器－用具－衣服）  

「選手の責務ｔ20-1 選手は、自己の責任のもとに、又、危険を覚悟で武器、用具、衣服を着けてフ

ェンシングを行う。」の競技規則および、選手は自分が加害者または被害者となるあらゆる事故に対

して、責任を持たなければならない事を十分に理解して試合に挑むこと。 

選手は試合開始 10分前までに該当ピストに入り、審判員の装具・武器等のチェックを受けること。 

2) ルール・審判委員会 ※下線部クリックで必ずリンク先を確認してください。 

●公益社団法人日本フェンシング協会主催大会及び認定大会に関する規程に基づき運営する。 

併せて FIE試合規則（下記通知ルール含む）に準ずる。 

「対戦無意欲（ノン・コンバティビテ）の適用について」は適用しない。 

2018 年 9 月 6 日付「胸部保護具他に関する規則適用について」 

2019 年 9 月 10 日付「電気サーブル用グローブに関する規定について」 

2021 年 12 月 2 日付「FIE 用具規定(m)の変更に伴う大会の適用について(補足)」 

2024 年 1 月 22 日付「FIE用具規定(ｍ)の変更に伴う 大会の適用について(改訂)」 

2026 年 2 月 2 日付「FIE 規則の更新及び競技規則(t.20)及び(t.131)の変更に伴う⼤会への適⽤について」 

【ミニム（中学生・小学生）大会用具ルール】 

2026年 3月 30日付「全国小学生・中学生大会の用具規定」参照  ※P6-7 別紙にも掲載 

https://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2026/03/90746ced9eb11834c3e9f2998704aec6.pdf
https://fencing-jpn.jp/rule/
https://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2023/01/087c1abb84746f482b3e8d4f868d793a.pdf
http://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2018/09/401e02c2a7607f9a514f41549270d3fb.pdf
https://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2019/09/0dbbbf9644c2700d35ef7ad8bf8b54d9.pdf
https://fencing-jpn.jp/news/27041/
https://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2024/01/514d6eb9c360ad113fb07107f231193a.pdf
https://fencing-jpn.jp/news/39124/
https://fencing-jpn.jp/news/39456/
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3) 試合方法 

※参加者数により、試合方法を変更する場合がある。 

4) 安全管理 

① 参加者は競技会の全般における安全管理については、特に留意して臨むこと。 

② 各選手には主催者が競技会における傷害保険に加入するが、各選手は事前にスポーツ傷害保険等

他の保険に加入することが望ましい。 

③ コーチ等がベスト型プロテクターでレッスンを取る際には、ユニフォーム等を着用すること。 

但し、半袖付きプロテクターでのレッスンはこの限りではない。 

④ 試合中のケガ等についての責任は主催者では負いかねることを了承の上申し込むこと。 

⑤ 選手・監督・コーチは、競技フロア内の移動時は運動靴等かとつきの履き物を着用すること。サン

ダル・スリッパ等での競技フロアの出入りは禁止とする。 

5) 宿泊・弁当手配について 

大会期間中、希望者は宿泊・弁当手配を行います。 

詳細は別途掲載する「宿泊・弁当 申込要項」をご確認の上、期限内にお手続きください。 

6) その他 

① 参加者は、（公社）日本フェンシング協会が使用・許可する写真及びデジタルデータについて、使用を

了承するものとする。 

② 参加選手は、各自持参するものには必ず名前を記入し、各自で責任をもって管理・保管すること。紛

失・盗難・破損等について大会運営側は一切の責任を負わない。 

 

13. 優勝カップの取り扱いについて 

① 本大会優勝者の優勝カップ持ち帰りについて 

優勝者は優勝カップ（ケース含む）を持ち帰ることができる。持ち帰りが不要な場合、表彰式後に大

会運営本部へ優勝カップおよびケースを返還すること。 

② 前年度優勝者の優勝カップ返還について（持ち帰り対象者のみ） 

本大会実施年 8月 10 日までに下記へ返却すること。 

〒115-0056東京都北区西が丘 3-12-22 ナショナルトレーニングセンターイーストフェンシング場 TR 

（TEL：03-5843-0040）※受け取りは土日祝日を除く平日のみ、返却時の送料は当事者負担とする。 

※優勝カップケースの取り扱いには十分注意し、運搬時や返送時はクッション材等で保護すること。 

  

小学 3・4年生 

フルーレ個人戦 男女 

・プール戦とトーナメント方式で行う。 

・プール戦は５本先取とする。 

・トーナメント戦は３分間２セットの８本先取とする。 

・シード順および組合せは、主催者において実施する。 

・３位決定戦は行わない。 

小学 5・6年生 

フルーレ個人戦 男女 

エペ個人戦 男女 

サーブル個人戦 男女 

・プール戦とトーナメント方式で行う。 

・プール戦は５本先取とする。 

・トーナメント戦は３分間２セットの 10 本先取とする。 

・シード順および組合せは、主催者において実施する。 

・３位決定戦は行わない。 
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2026 年 3 月 30 日 

公益社団法人日本フェンシング協会 

ミニム委員会 

 

小学生・中学生の部を対象とした大会の用具規定 

 

 本規程は、全国中学生大会や全国小学生大会や少年大会等をはじめとする、試合の出場カテゴリーが「小

学生」または「中学生」の場合に限り適応されます。 

試合カテゴリーが「カデ」の場合は FIE ルールが適応となります。 

 

公益社団法人日本フェンシング協会主催大会及び認定大会に関する規程に準ずる。 

FIE 競技規則第 1 編第 4 章 選手の用具（武器－用具－衣服） 

「選手の責務ｔ20-1 選手は、自己の責任のもとに、又、危険を覚悟で武器、用具、衣服を着けてフェンシングを

行う。」(t.20)の競技規則および、選手は自分が加害者または被害者となるあらゆる事故に対して、責任を持たな

ければならない事を十分に理解して試合に挑むこと。 

また、フェンシングの競技会に出場するという単純な事実により、フェンサーは規則と審判の判定を遵守し、審判

員団メンバーに対して敬意を著し、主審の命令と禁止命令に良心的に従う事を名誉にかけて誓う(t.112)。 

 

■マスク  

2015 年 1 月 8 日付け「マスクの安全基準改定について」を適用 

 1600N で、二重ベルト付きマスク着用を推奨。 

  350N 以上のマスクも着用可能、二重ベルト無しは使用できない。 

フルーレはメタルビブ付きマスクを着用する。 

※メタルビブは同一メーカー・同一サイズであること。 

 

■ユニフォーム（上下） 

350N 以上または FIE 公認マーク付き（800N） 

 

■半袖プロテクター 

FIE 公認マーク付き（800N） 

 

■チェストプロテクターについて 

小学生：女子 プラスチック製チェストプロテクターの着用必須。 

    男子 着用任意。 

中学生：女子 エペ・サーブルはプラスチック製チェストプロテクター着用必須。（ソフトカバー不要） 

       フルーレはプラスチック製チェストプロテクター（ソフトカバー付き）着用必須。 

男子 着用任意。フルーレで着用する場合はソフトカバー付きであること。 

※チェストプロテクターとソフトカバーは同一のメーカー・同一のサイズであること。 

https://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2026/03/90746ced9eb11834c3e9f2998704aec6.pdf
https://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2014/09/5e15dca8e816423b12836b75ddbac2e1.pdf
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■ブレード 

小学生：FIE 公認でなくても使用できる。フルーレ小学生 3・4 年の部は 3 号剣以下を使用する。 

中学生：FIE 公認でなくても使用できる。 

 

■ボディコード 

 透明プラグのものを使用（FIE ルール） 

 

■サーブルグローブ 

小学生：カフ付きグローブ FIE 公認マーク付き（800N） 

または、カフ無しグローブ＋電気サーブル用カフ 

中学生：カフ付きグローブ FIE 公認マーク付き（800N） 

または、カフ無しグローブ FIE 公認マーク付き（800N）＋電気サーブル用カフ 

 

■エペ剣ソケット 

小学生：ワイヤーの通り道が２穴でなくても使用できる 

中学生：ワイヤーの通り道が２穴を使用（FIE ルール） 

 

■用具検査 

事前の用具検査は行わない 

審判員は、試合開始前にピスト上で選手のユニフォーム・プロテクター・マスク等の劣化やほころび等を確認す

る。その際、劣化やほころび等があると認められた場合 選手はイエローカードの警告を受け、適正なものに交換

しなければならない 

 

■その他 

ストッキング：黒以外の色で膝の出ない長めのものを使用 

ゼッケン：下図のように作成し、各自後ろ足膝の上、外側に装着を必須とする 

 白地で文字の色は自由とし、同一校、クラブに同姓の者がいる場合は識別できるまで名を付加 

する。添付していない場合イエローカードを付加する 

※海外選手除く 

（原則）  

 

 

以上 

 


